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酸化モリブデン(MoO3)によりカーボンナノ

チューブ(CNT)の p 型ドーピングを CNT 紡績

糸に応用するための簡便な方法を提案する． 

 現状，本研究室で作製された CNT 紡績糸の

導電率は 104 S/m程度であり，単層 CNTの 109 

S/m 程度と比べて低い値である．MoO3の蒸着

による p 型ドーピングを用いると，CNT の導

電率を向上するという報告がある[1]．本研究

では，MoO3が高濃度アンモニア(NH3)水に溶解

する性質を利用して，MoO3 を CNT 紡績糸表

面に塗布することでも導電率の向上が可能か

どうか検討したので報告する． 

単に，飽和するまでMoO3を溶かした高濃度

NH3水に CNT紡績糸を浸漬し，MoO3を塗布し

ただけでは，導電率はほとんど変化しなかった．

ところが塗布後，400℃で熱処理を１時間行っ

たところ導電率は 50~150%程度向上した．結

果を Table 1にまとめた．浸漬後の CNT紡績糸

の SEM 像では MoO3と思われる物質が紡績糸

表面に付着していることが確認できた．また加

熱後の SEM 像は加熱前の表面状態から変化が

見られた．加熱前後の CNT 表面の MoO3の物

性変化を解明するために，Si 基板上に MoO3 

NH3 水溶液を滴下し，乾燥後・加熱後の XRD

測定を行った結果を Fig. 1に示す．その結果、

単に，MoO3 NH3水溶液を滴下，乾燥させたも

のの XRDパターンにはモリブデン酸アンモニ

ウム水和物 (((NH4)2O)x·MoO3 ·yH2O)塩の回折

ピークが多く含まれていたが，加熱後は水や

NH3が分解もしくは昇華しMoO3の回折ピーク

の実が観測された． 

単に CNT紡績糸にMoO3 NH3水溶液を塗布し

ても導電率を向上させることはできないが熱

処理により，比較的簡便に CNT 紡績糸の高導

電率化が可能であることが明らかとなった． 

 

 

Table 1： Electrical Conductivity of CNT yarns 

before and after the treatments 

 

 

Fig. 1 XRD Pattern of CNT yarns under MoO3 

NH3 treatment before and after the annealing 
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